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児童がいきいきとコミュニケーションを図る外国語活動の研究
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Ⅱ成果と課題

プレゼンテーションソフトを使い，zl7物の写真ぺ)イフストなどを人i1hililiに|映すことはり【１，

童が新しい言災を覚えるときのｌＷ１Ｗの補助となり，llf）lfと言葉の意味を結びつけるのに役

立った．

ＮＨＫ学校放送は，外|正|諾が(１Ｍ)れている「場illi」や「Ijiljき」のイメージをもたせるには

有効な手段であったぜ．精せ粋えのデジタルコンテンツは児賦の此１床を喚起させ，楽しい外

国語活動を行わせるのに効』Ｍ(｣だった～

本研究の大きなljMLとして，「|作iﾘjllhi教材を活)||したIIU>j'１学習が挙げられろ、新しい言

葉を覚えるとき，どうして（)児'itのＨＩ１解に個人差が苑''2してしまう、そういった面を補う

ために，全体での学びの[|'に，Ｉ`Ⅱの学びの機会でｉＩｊ)ろＩｆ１作dijjiIlii教材を便11}したこ‘自作動ii11i

教材によって,リdiifはＡＬＴの発炎をモデルとして，｜:|分のベースで必喚なところを反復学

習することができ，言詔に対オノi<)Ｍｉｌｉｌを深めることができた㈹

一見相反すろもののように」,L｣しわれるＩＣＴと実際のコミュニケーションではあるが，特に

導入段階にＩＣＴをiiIiノル1-ることは，児童の学習にズけろりⅧそ．関心を｢,．１１め，児竜の言葉に

ｽﾞける理解を,'Ｗ)た、それをベースに必然･性のあるコミュニケーシ胃，ン活動を行うことに

よって，児斌はＡＬＴや友逮のバーっていることが「わかった」英語で『了ったことが「伝わっ

た」と，いきいきコミュニケーションを楽しむことができた、

今後は，外国誌`;::哲のｌｉＩｉ繩，コンテンツ，教材7bﾐどに関して脂導行がＩｉｌｉ報交換できる

Ｗｃｂｆの情報｣ヒイ｢サイトの必要|'|；を感じるので研究をiＴいたい㈹（liKlll,#j,l、iIl,宮司１１，|）
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言語や文化に対号する理解の深まり
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いきいきとしたコミュニケーション
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